
質
問　

身
体
と
知
的
、
精
神
の
３
障
が
い

に
わ
か
れ
て
い
た
障
が
い
者
施
策
を
一
元

化
し
、
原
則
１
割
負
担
を
義
務
化
し
た
新

し
い
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

障
が
い
児
・
者
の
定
率
負
担
へ
の
懸
念
と

不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
市
独
自
の
軽

減
策
と
就
労
支
援
対
策
は
。

答
弁　

市
独
自
の
軽
減
策
と
し
て
、
地
域

生
活
支
援
事
業
で
は
利
用
者
負
担
が
急
増

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
緊
急
措

置
と
し
て
日
常
生
活
用
具
の
ス
ト
マ
等
に

つ
い
て
、
低
所
得
者
を
対
象
に
３
月
ま
で

応
能
負
担
を
継
続
す
る
ほ
か
、
移
動
支
援

事
業
で
は
重
度
の
視
覚
障
害
者
等
の
所

得
税
非
課
税
世
帯
は
半
額
の
負
担
に
す
る

な
ど
、
利
用
者
の
負
担
増
に
十
分
配
慮
し

て
い
る
。
通
所
施
設
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

国
の
推
移
を
見
き
わ
め
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。
就
労
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
就
労
移

行
支
援
や
就
労
継
続
支
援
の
事
業
が
創
設

さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
能
代
山
本
地
区
移

行
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
支
援
す

る
と
と
も
に
、
来
年
度
設
置
予
定
の
地
域

自
立
支
援
協
議
会
で
も
十
分
協
議
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

大
企
業
を
中
心
と
し
た
海
外
市
場

の
拡
大
に
支
え
ら
れ
、
輸
出
増
と
企
業
の

設
備
投
資
が
景
気
を
押
し
上
げ
た
と
い
わ

れ
る
。
企
業
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し

て
い
る
今
こ
そ
、
雇
用
の
場
の
確
保
の
た

め
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で

は
。

答
弁　

工
場
の
立
地
件
数
は
大
都
市
圏
を

中
心
に
伸
び
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て

は
、
景
気
回
復
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
設
備
投
資
抑
制
に

よ
る
企
業
の
財
務
状
況
の
改
善
や
海
外
と

の
分
業
化
に
よ
り
、
国
内
の
製
造
業
を
中

心
と
し
た
設
備
投
資
が
ふ
え
て
お
り
、
今

が
企
業
誘
致
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

強
力
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
情
報
の
収
集
、
発
信
に
努

め
る
と
と
も
に
、
奨
励
措
置
に
つ
い
て
も

助
成
対
象
や
助
成
内
容
の
見
直
し
を
図
り
、

積
極
的
に
企
業
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
て

い
き
た
い
。

質
問　

次
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、

公
会
計
制
度
は
行
政
評
価
と
事
業
仕
分
け
、

総
合
計
画
策
定
前
の
事
業
等
と
と
も
に
大

事
な
視
点
だ
。
わ
か
り
や
す
い
指
標
で
の

情
報
開
示
の
ほ
か
に
外
部
監
査
の
活
用
が

必
要
で
あ
る
。
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
な
ど
財
務
４
表
の
作
成
と
公
表

に
つ
い
て
の
方
針
は
。

答
弁　

総
務
省
の
﹁
新
地
方
公
会
計
制
度

研
究
会
報
告
書
﹂
で
は
、
原
則
と
し
て
国

の
作
成
基
準
に
準
拠
し
、
貸
借
対
照
表
、

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
資
金
収
支
計
算
書
、

純
資
産
変
動
計
算
書
の
４
表
の
整
備
を
標

準
形
と
し
、
地
方
公
共
団
体
単
体
及
び
関

連
団
体
等
を
含
む
連
結
ベ
ー
ス
で
作
成
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
﹁
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
更
な
る
推

進
の
た
め
の
指
針
﹂
で
は
、
公
会
計
制
度

に
つ
い
て
、
人
口
３
万
人
以
上
の
都
市
は
、

３
年
後
ま
で
に
４
表
の
整
備
ま
た
は
作
成

に
必
要
な
情
報
の
開
示
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
、
市
で
も
国
の
指
導
に
従
い
、

今
後
示
さ
れ
る
実
務
的
な
指
針
に
基
づ
き
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

中
心
市
街
地
活
性
化
は
地
域
経
済

や
都
市
形
成
の
あ
り
方
の
根
幹
で
あ
り
市

全
体
の
課
題
だ
。
大
型
店
が
進
出
し
て
も

基
本
計
画
認
定
が
可
能
と
は
、
国
が
素
朴

な
疑
問
か
ら
解
釈
ま
で
を
受
け
付
け
る
事

前
相
談
を
し
た
上
か
。
農
振
除
外
申
出
書

に
添
付
し
た
開
発
及
び
床
面
積
と
業
態
な

ど
事
業
計
画
を
見
て
ど
の
よ
う
な
具
体
的

基
準
で
可
否
を
判
断
す
る
か
。

答
弁　

中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
く

基
本
計
画
に
対
す
る
国
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
市
と
し
て
の
方
針
が
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
事
前
の
相
談
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
郊
外
型
大
型
店
の
進
出
は
、
本
市

の
将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
事
案
で
あ
り
、

計
画
内
容
を
精
査
の
上
、
市
民
・
市
・
能

代
山
本
圏
域
の
た
め
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
、
土
地
の
有
効
活
用
、

地
域
経
済
へ
の
影
響
、
市
民
の
意
向
な
ど

に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
、
判
断
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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障
が
い
者
の

自
立
支
援
対
策
は

企
業
誘
致
と

雇
用
の
場
の
確
保

公
会
計
制
度
に
よ
る

財
政
の
公
表

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

と
郊
外
型
大
型
店
進
出

薩摩　　博
（よねしろ会）

安岡　明雄
（市民の声）

 

薩
摩
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

 

安
岡
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
閉
校
後
の
渟
城
第
二
小
学
校
の
利
活
用


